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平
成
二
十
七
年（
二
○
一
五
）一
月
四
日
か
ら
三
月
一
日
ま
で
開
催
し
た
常
設
展
示
の
小
企
画「
郷
土
に
残
る
小
山
正
太
郎
と
不
同
舎
の
画
家
た
ち
」（
以
下「
不

同
舎
展
」）（
註
一
）
の
開
催
に
当
た
り
、県
出
身
の
不
同
舎
の
画
家
た
ち
の
新
潟
県
内
に
現
存
す
る
作
品
を
調
査
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
小
山
と
同
郷
の
長
岡
出
身

の
田
中
（
脇
屋
）本
吉
（
図
一
）に
つ
い
て
調
査
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、こ
こ
に
ま
と
め
て
お
く
も
の
で
あ
る
（
以
降
、氏
名
以
外
の
旧
字
体
は
新
字
体
、

変
体
仮
名
は
現
行
の
平
仮
名
に
改
め
て
記
す
）。

一
、生
涯
と
年
譜

　

田
中
本
吉
の
生
涯
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、数
少
な
い
。
か
つ
て
当
館

の
前
身
・
新
潟
県
美
術
博
物
館
で
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）開
催
の
「
近
代
日

本
洋
画
の
夜
明
け
展
」（
註
二
）
に
お
い
て
二
百
字
ほ
ど
の
略
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
（
註
三
）

が
、画
家
と
し
て
の
略
歴
を
目
に
す
る
こ
と
は
少
な
い
。明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）

の
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
作
《
遠
村
鶏
鳴
》が
農
商
務
大
臣
買
上
げ
の
栄
を

受
け
て
い
る
（
後
述
）が
、こ
の
年
、一
身
上
の
都
合
に
よ
り
帰
郷
し
て
し
ま
う
た
め
、

画
家
と
し
て
の
名
声
は
轟
い
て
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、郷
里
・
渡
沢
村
（
現
長
岡
）で
は
、農
業
振
興
、地
域
振
興
の
た
め
村
会
議

員
も
務
め
、地
域
貢
献
し
た
功
に
よ
り
、生
存
中
の
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）に
頌
徳

碑
が
建
立
さ
れ
、形
と
な
っ
て

現
在
で
も
偲
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
石
碑
に
つ
い
て
次

に
図
版
（
図
二
、三
）お
よ
び
釈

文
を
記
す
（
註
四
）。

　

こ
の
碑
文
に
は
本
吉
が
師

事
し
た
画
家
と
し
て
小
山
、浅

井
の
二
人
の
他
に
黒
田
の
名

が
五
行
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
浅
井
に
つ
い
て
は
、小
山

の
盟
友
で
あ
る
し
、不
同
舎
旧

（
註
一
）

作
品
の
カ
ラ
ー
図
版
に
つ
い
て
は
、同
展
図
録（
Ａ
五
判
）を
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

（
註
二
）

�「
小
山
正
太
郎
と「
仙
台
の
桜
」　

近
代
日
本
洋
画
の
夜
明
け
展
」昭
和

六
十
三
年（
一
九
八
八
）十
月
一
日
―
十
一
月
六
日　

新
潟
県
美
術
博

物
館
、新
潟
日
報
社
主
催
。
前
年
度
に
小
山
の
代
表
作《
仙
台
の
桜
》

を
収
蔵
し
た
こ
と
に
よ
る
展
覧
会
。
小
山
の
油
画
を
は
じ
め
水
彩
、

素
描
が
八
十
五
点
、そ
の
他
、フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
、川
上
冬
崖
、高
橋
由

一
、浅
井
忠
、松
岡
寿
な
ど
、不
同
舎
や
明
治
美
術
会
の
画
家
た
ち
の

作
品
が
展
示
さ
れ
た
。

（
註
三
）

掲
載
略
歴「
長
岡
市
大
積
の
脇
屋
家
に
生
ま
れ
た
。
新
潟
学
校
小
学

師
範
科
に
学
び
、１
８
８
０
年（
明
治
13
）卒
業
後
小
学
校
訓
導
と
し

て
県
内
各
地
へ
赴
任
し
た
。
１
８
８
６
年（
明
治
19
）上
京
し
て
同
年

11
月
不
同
舎
に
入
り
、油
彩
の
基
本
を
学
び
、１
８
９
０
年（
明
治
23
）

の
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
作「
遠
村
の
鶏
鳴
」が
農
商
務
省
買
上
げ
と

な
っ
た
。
同
年
長
岡
市
六
日
町
の
田
中
家
へ
養
子
縁
組
が
決
ま
り
、

帰
省
。
そ
の
後
は
地
域
振
興
に
尽
力
を
重
ね
、村
会
議
員
を
勤
め
た

り
し
な
が
ら
趣
味
と
し
て
描
き
続
け
た
。」

（
註
四
）

長
岡
市
渡
沢
町
の
二
荒
神
社
境
内（
上
越
新
幹
線
滝
谷
ト
ン
ネ
ル
北

側
口
脇
）。

長
岡
出
身
の
不
同
舎
の
画
家
・
田
中
（
脇
屋
）本
吉
の
生
涯
と
作
品

松
矢
　
国
憲
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図
二　

卓
峰
田
中
本
吉
君
頌
徳
碑
（
表
）

卓
峰

田
中

本
吉

君
頌

徳
碑

君
脇
屋
善
四
郎
第
六
子
也
万
延
元
年

生
於
三
島
郡
大
積
村
明
治
廿
三
年
出

為
田
中
新
三
郎
嗣
初
学
於
新
潟
学
校

師
範
学
部
従
事
教
育
六
年
後
学
洋
画

於
東
京
小
山
氏
又
師
事
浅
井
黒
田
諸

氏
教
図
画
於
神
奈
川
県
師
範
校
既
而

帰
郷
専
努
農
事
振
興
又
鞅
掌
公
務
為

賞
勲
局
及
農
会
総
裁
県
知
事
所
表
彰

君
資
性
温
厚
深
信
眞
宗
教
義
恭
倹
服

衆
大
谷
派
本
山
亦
表
彰
之
是
以
郷
人

相
謀
欲
勒
其
徳
以
顕
後
世
乃
応
請
叙

其
略
歴
如
此　

南
條
文
雄
撰
併
書

図
一　

田
中
本
吉
遺
影



(2)

友
会
編
『
小
山
正
太
郎
先
生
』の
追
悼
文

中
に
も
「
一
、先
生
ノ
画
塾
ニ
テ
時
々
題

画
会
ヲ
催
シ
、各
自
持
チ
寄
リ
ノ
小
片
画

ヲ
一
場
ニ
展
観
シ
テ
、種
々
ノ
批
評
ヲ
試

ミ
画
想
ヲ
研
究
シ
タ
リ
、此
際
ニ
ハ
先
生

ノ
友
人
浅
井
、松
岡
、松
井
、柳
、大
河
内

等
ノ
諸
大
家
モ
集
合
セ
ラ
ル
ル
事
ア
リ

テ
、興
味
ア
リ
且
ツ
研
究
ニ
便
セ
シ
モ
ノ

ナ
リ
キ
。」と
研
究
会
で
同
席
し
て
学
ん

で
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、後
述
す

る
本
吉
に
贈
ら
れ
た
二
神
純
孝
（
下
村
為

山
）（
註
五
）の
戯
画
に
も
小
山
と
浅
井
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、黒
田
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
朝
す
る
の
は
明
治
二
十
六
年（
一
八
九
三
）で
あ
り
、そ
の
後
、

明
治
美
術
会
か
ら
独
立
し
て
白
馬
会
を
創
設
す
る
の
が
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）。
本
吉
が
長
岡
に
帰
郷
す
る
の
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）で
あ
る

の
で
、継
続
的
に
教
え
を
請
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
疑
問
が
残
る
。
本
吉
は
、帰
郷
後
も
明
治
美
術
会
に
長
岡
在
住
者
と
し
て
出
品
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き

る
が
（
年
譜
参
照
）、上
京
し
、明
治
美
術
会
の
中
で
黒
田
に
何
か
し
ら
の
教
え
を
請
う
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
時
点
で
、こ
れ
を
証
明
す
る
資
料
は
見

当
た
ら
な
い
。
な
お
、昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）に
纏
め
ら
れ
た
『
郷
教
育
資
料
』（
註
六
）
に
も
、黒
田
の
名
が
確
認
で
き
る
が
、こ
の
資
料
の
略
歴
前
半
は
、ほ
ぼ

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）建
立
の
こ
の
碑
文
に
近
い
略
歴
な
の
で
、こ
の
碑
文
が
基
と
な
っ
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。
し
か
し
、こ
の
『
郷
教
育
資
料
』が
本
吉
の

略
歴
が
こ
れ
ま
で
で
一
番
ま
と
ま
っ
て
い
る
資
料
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
基
に
本
吉
の
遺
品
等
か
ら
探
れ
る
内
容
を
加
え
、年
譜
を
次
に
記
す
。

※�

出
典
を
以
下
の
よ
う
に
略
し
て
示
す
。
画
田
中
本
吉
画
帖
五
冊
／
解
中
村
不
折
・
下
村
為
山
戯
画
八
幅
（
こ
の
戯
画
に
つ
い
て
は
後
述
。）の
田
中
本
吉
に
よ
る
解
説
／
報
明
治
美
術
会
報
告
／
出
明
治
美
術
会
展
覧
会
出

品
目
録
／
碑
田
中
本
吉
君
頌
徳
碑
／
郷
郷
教
育
資
料
／
小
小
山
正
太
郎
先
生
／
研
小
山
正
太
郎
研
究
会
誌
／
岡
岡
南
の
郷
土
史

※�

報
、
出
、
研
に
続
く
漢
数
字
は
報
告
回
ま
た
は
発
表
さ
れ
た
刊
号
を
示
す
。

田
中
本
吉
　
年
譜

事
項

三
島
郡
大
積
村
大
字
大
村
（
現
長
岡
市
）に
脇
屋
善
四
郎
の
四
男
（
第
六
子
）と
し
て
生
ま
れ
る
。
碑
・
郷
・
研
・
創

一
月
、新
潟
学
校
師
範
学
科
に
入
学
。
郷

新
潟
学
校
師
範
学
部
（
註
七
）
卒
業
。
郷�

古
志
郡
中
沢
校
訓
導
を
初
め
と
し
て
、三
島
郡
才
津
校
、同
大
積
大
村
校
、尼
瀬
校
に
訓
導
と
し
て
歴
任

す
る
。
後
に
北
魚
沼
郡
根
小
屋
校
校
長
と
な
る
。
郷
・
研
創

（
註
五
）

二
神
純
孝（
下
村
為
山
）は
明
治
十
九
年（
一
八
八
六
）七
月
に
入
門

し
て
い
る（「
不
同
舎
入
学
証
書
」）。
前
年
に
結
婚
し
て
、こ
の
当
時

は
二
神
姓
だ
っ
た
。

（
註
六
）

�「
郷
教
育
資
料
」昭
和
十
一
年
十
一
月　

古
志
郡
六
校
会　

長
岡
市
立

中
央
図
書
館
蔵

（
註
七
）

明
治
十
三
年（
一
八
八
〇
）四
月
、新
潟
学
校
師
範
学•

科•

を
新
潟
学
校

師
範
学・

部・

に
改
称
し
て
い
る
。
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図
三　

卓
峰
田
中
本
吉
君
頌
徳
碑
（
裏
）

渡
沢
有
志
者

大
正
九
年
七
月
建
立

　

発　

細
貝
富
治
郎

　

起　

近
藤
松
太
郎

　

人　

岸　

玉　

七

長
田
三
治
郎　

岸
半
次
郎

橋
本
徳
蔵　
　

岸
重
三
郎

細
貝
政
五
郎　

近
藤
久
作

元
号
（
西
暦
）

万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）

明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）

明
治
十
三
年

（
一
八
八
〇
）



(3)

十
一
月
、学
校
を
辞
し
、旧
長
岡
藩
医
中
村
桃
庵
の
添
書
を
以
て
上

京
す
る
。
同
月
十
一
日
、本
郷
湯
島
天
神
町
の
小
山
正
太
郎
の
不

同
舎
に
入
門
す
る
。
郷
・
小
・
研
創
（
図
四
）

神
奈
川
県
尋
常
師
範
学
校
に
奉
職
し
、図
画
を
担
任
す
る
。
郷�

十
月
十
九
日
（
～
十
一
月
三
日
）明
治
美
術
会
第
一
回
展
に
《
神

田
明
神
》（
図
五
）《
野
寺
秋
晩
》を
出
品
す
る
。報
三��

こ
の
時
の《
神

田
明
神
》の
評
が
十
月
二
十
七
日
付
け
東
京
日
日
新
聞
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
「
脇
屋
氏
の
神
田
の
明
神
位
置
が
ば
さ
け
た
る
に
楼
門

の
下
に
釣
し
た
る
大
提
灯
の
巴
の
紋
間
が
抜
け
た
り
大
か
た
駈
出

し
の
提
灯
屋
の
仕
事
だ
ら
う
」。
そ
れ
に
対
し
森
鷗
外

が
「
絵
画
偶
評�

其
一�

観
馬
台
の
展
画
会
」で
「
脇
屋
本

吉
氏
の
神
祠
。
日
日
新
聞
に
て
駆
出
し
の
提
灯
屋
の
仕

事
な
ら
ん
と
い
ふ
評
、酷
な
れ
ど
も
故
な
き
に
あ
ら
ず
」

（
註
八
）�

と
述
べ
て
い
る
。

十
一
月
、明
治
美
術
会
第
一
回
報
告
に
「
通
常
会
委
員

七
月
入
会
ノ
分
」の
欄
に
本
吉
の
「
脇
屋
本
吉
」の
名
が

あ
る
。
報
一

四
月
一
日
（
～
七
月
三
十
一
日
）、第
三
回
内
国
勧
業
博

覧
会
に
《
遠
村
鶏
鳴
》（
図
六
）を
出
品
（
註
九
）。
農
商
務

大
臣
買
上
げ
と
な
る
。
解�

森
鷗
外
「
絵
画
偶
評��

其
三
、

又
又
饒
舌
」（
註
十
）
に
「
脇
屋
本
吉
氏
の
遠
村
の
鶏
鳴
。

橋
上
の
さ
つ
男
の
忙
は
し
げ
に
行
く
処
、人
を
し
て
恍

然
と
し
て
其
景
を
思
は
し
む
。
只
何
故
に
暁
靄
を
写
さ
ざ
り
し
か

を
疑
ふ
の
み
。
旭
日
の
影
ほ
の
か
に
見
ゆ
る
や
う
な
る
に
、丹
朱

の
勝
ち
た
る
は
奈
何
。
か
く
て
は
既
に
鶏
鳴
の
時
を
過
ぎ
た
り
と

思
は
る
。」と
評
あ
り
。

十
月
、神
奈
川
県
尋
常
師
範
学
校
を
辞
す
。【
不
折
送
別
図
三
】・
解
（
註
十
一
）�

そ
の
後
を
小
泉
成
一
に
託
す
。【
不
折
送
別
図
三・五
】小
山
正
太
郎
宅
に
て
本
吉
帰
郷
に
よ
る
送
別
会
が
開
か
れ
る
。小
山
正
太
郎
を
は
じ
め
、浅
井
忠
、

柳
源
吉
、中
村
不
折
、下
村
為
山
、岡
精
一
ら
十
六
人
ほ
ど
集
ま
る
。【
為
山
送
別
図
六
】ま
た
、小
山
か
ら
書
画
幅
が
贈
ら
れ
る
。【
小
山
実
作
】（
図
七
）

（
註
八
）

『
鷗
外
全
集
』第
一
巻　

鷗
外
全
集
刊
行
会　

大
正
二
年（
一
九
一
三
）

二
月
二
十
五
日
発
行

（
註
九
）

『
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録
追
加
』（『
内
国
勧
業
博
覧
会
美

術
品
出
品
目
録
』東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
編　

平
成
八
年
）に
は
、

「
油
画
景
色（
一
）」と
あ
り
、ま
た『
明
治
美
術
会
第
六
回
報
告
』に
出

品
作
は《
朝
景
》と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
が《
遠
村
鶏
鳴
》に
あ
た
る
と

思
わ
れ
る
。
森
鷗
外
の「
又
又
饒
舌
」の
評
か
ら
朝
の
光
景
を
描
い
た

作
品
と
考
え
ら
れ
、《
朝
景
》と《
遠
村
鶏
鳴
》と
は
同
一
作
品
と
思
わ

れ
る
。
同
会
第
七
回
報
告
に
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
受
賞
者
と
作

品
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、そ
こ
に
脇
屋
本
吉
の
名
は
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
。
受
賞
と
は
別
に
農
商
務
大
臣
買
上
げ
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
農
商
務
省
を
引
き
継
ぐ
現
農
林
水
産
省
、現
経
済
産
業
省

に
所
在
確
認
す
る
が
、両
省
か
ら
所
有
し
て
い
な
い
と
回
答
あ
り
。

（
註
十
）

註
八
に
同
じ
。

（
註
十
一
）

『
郷
教
育
資
料
』に
は
、十
二
月
に「
神
奈
川
県
尋
常
師
範
学
校
を
辞

す
。」と
さ
れ
て
い
る
が
、送
別
図
に
描
か
れ
て
い
る
小
泉
成
一
へ
の

引
き
継
ぎ
や
そ
こ
に
付
さ
れ
て
い
る
昭
和
九
年（
一
九
三
四
）の
本
吉

の
回
想
、ま
た
結
婚
の
事
を
考
え
る
と
、十
月
以
前
に
学
校
を
辞
し
、

小
泉
に
引
き
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
図
六
）中
村
不
折
《
送
別
図
》第
三
幅
よ
り

（
図
五
）『
明
治
美
術
会
第
三
回
報
告
』よ
り

（
図
四
）不
同
舎
入
学
証
書
（
写
真
提
供
・
東
京
文
化
財
研
究
所
）

（
図
七
）小
山
正
太
郎
書
画
幅

明
治
十
九
年

（
一
八
八
六
）

明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）

明
治
二
十
三
年

（
一
八
九
〇
）
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そ
の
後
、同
月
帰
郷
。
解
三

十
二
月
、古
志
郡
山
谷
沢
村
大
字
渡
沢
の
田
中
新
三
郎
に
入
婿
す
る
。
田
中
家
は
代
々
土
地
の
庄
屋
の
家
柄
。
岡
・
碑
・
研
創�

「
是
よ
り
後
は

画
道
の
研
究
は
性
来
の
趣
味
と
し
て
断
続
的
に
怠
ら
ざ
る
も
」当
主
と
し
て
の
使
命
感
か
ら
、家
業
に
専
念
、農
事
の
振
興
改
良
、部
落
の
生

産
増
進
に
い
そ
が
し
く
は
た
ら
き
、村
会
議
員
も
つ
づ
け
て
、地
本
の
実
力
者
と
し
て
の
日
々
が
は
じ
ま
っ
た
。
研
創

明
治
美
術
会
会
員
と
し
て
姓
名
録
に
記
載
あ
り
。（
註
十
二
）

山
谷
沢
尋
常
小
学
校
に
農
業
補
習
学
校
の
併
設
の
た
め
、大
正

十
五
年
（
一
九
二
六
）ま
で
、毎
冬
期
自
宅
を
開
放
し
、夜
学
会
を

開
く
。
郷

十
月
十
日
（
～
十
一
月
十
八
日
）、明
治
美
術
会
秋
季
展
覧
会
（
第

七
回
展
）に
《
北
越
仙
境
七
潭
》《
濤
声
》（
図
八
）を
出
品
す
る
。

出
七
（
註
十
三
）

四
月
十
一
日（
～
五
月
二
十
五
日
）、明
治
美
術
会
春
季
展
覧
会（
第

八
回
展
）に《
太
平
の
民
》《
農
家
ノ
夜
業
》（
図
九
）を
出
品
す
る
。

出
八

初
春
、現
長
岡
市
中
沢
の
諏
訪
神
社
の
天
井
画
四
十
一
点
を
描
く
。

【
実
地
調
査
】

明
治
美
術
会
通
常
会
員
（
在
地
方
）と
し
て
会
員
名
簿
に
記
載
あ
り
。（
註
十
四
）

こ
の
年
、渡
沢
区
長
、村
会
議
員
学
務
委
員
等
の
公
職
に
就
く
。
郷

生
徒
の
増
加
に
よ
り
山
谷
沢
尋
常
小
学
校
増
築
を
村
会
に
諮
り
、翌
年
九
月
竣
工
す
る
。
岡

七
月
十
六
日
、古
志
郡
平
場
の
南
部
一
円
の
上
古
志
仏
教
婦
人
会
を
創
設
、会
長
と
な
る
。
郷

四
月
一
日
（
～
二
十
九
日
）第
四
回
太
平
洋
画
会
展
に
油
画
《
静
物
》（
図
十
）水
彩
《
夕
陽
》を
出
品
。【
第
四
回
太
平

洋
画
会
画
集
】（
註
十
五
）

四
月
一
日
、明
治
三
十
七
～
三
十
八
年
の
日
露
戦
争
に
対
し
、率
先
し
て
国
民
奉
公
に
尽
力
し
た
功
績
に
よ
り
、賞

勲
局
か
ら
御
沙
汰
書
と
金
杯
を
賜
る
。
郷�

ま
た
、こ
の
年
、山
谷
沢
校
友
会
を
興
し
、会
長
と
な
る
。
郷

（
註
十
二・十
三・十
四
）

こ
の
時
の
住
所
は
、「
越
後
国
古
志
郡
山
谷
沢
村
大
字
渡
沢
」。

（
註
十
五
）

写
真
図
版
に「
田
中
元ヽ
吉
筆　

静
物
」と
あ
る
が
、出
品
目
録
上
に「
田

中
本ヽ
吉
」名
は
あ
る
が
、「
田
中
元ヽ
吉
」名
は
無
く
、ま
た
、「
田
中
元ヽ
吉
」

の
太
平
洋
画
会
出
品
は
こ
の
一
回
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら「
田
中
本ヽ

吉
」の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
の
住
所
は「
新
潟
県
越
後
国
古
志
郡

六
日
市
村
」と
あ
り
、明
治
三
十
四
年（
一
八
九
一
）、山
谷
沢
村
が
町

村
合
併
し
た
こ
と
に
よ
る
。
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明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）

明
治
二
十
七
年

（
一
八
九
四
）

明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）

明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）

明
治
三
十
一
年

（
一
八
九
八
）

明
治
三
十
三
年

（
一
九
〇
〇
）

明
治
三
十
五
年

（
一
九
〇
二
）

明
治
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
）

明
治
三
十
八
年

（
一
九
〇
五
）

明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）

（
図
八
）��「
明
治
二
十
八
年
秋
季
展
覧
会

出
品
目
録
」よ
り

（
図
九
）��《
農
家
ノ
夜
業
》長
岡
市

立
山
谷
沢
小
学
校
蔵

（
図
十
）「
第
四
回

太
平
洋
画
会
画
集
」

よ
り
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現
長
岡
市
中
沢
の
中
村
家
の
依
頼
に
よ
り
欄
間
絵
を
描

く
。【
実
作
】（
図
五
十
二
・
五
十
三
）

八
月
下
旬
、小
山
正
太
郎
が
渡
沢
の
本
吉
宅
来
訪
、《
一
樹

花
十
字
詩
図
》（
図
十
一
）《
障
子
貼
り
図
》（
図
十
二
）

を
書
き
贈
ら
れ
る
。【
実
作
】

十
一
月
、多
年
に
渡
る
地
域
へ
の
貢
献
に
よ
り
、新
潟
県

知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
る
。
郷

十
月
二
十
一
日
、中
村
不
折
よ
り
漢
詩
を
贈
ら
れ
る
。

【
実
作
書
巻
】（
図
六
十
六
）

十
一
月
十
一
日
、中
村
不
折
よ
り
漢
詩
を
贈
ら
れ
る
。

【
実
作
書
巻
】（
図
六
十
七
）

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、菩
提
寺
の
専
福
寺
の
天
井
書
画
百
九
十
八
点
を
描
く
。【
実
地
調
査
】（
図
五
十
四
・
五
十
五
）

秋
、上
信
越
に
写
生
旅
行
に
行
く
。
木
曽
、妙
義
山
、軽
井
沢
、浅
間
山
、飯
綱
山
、妙
高
山
、柿
崎
、米
山
、鯨
波
、安
田
、北
条
の
風
景
を
写
生
す

る
。
画

六
月
、鯨
波
の
夕
景
を
写
生
す
る
。
画

十
月
か
ら
十
一
月
七
日
ま
で
、飛
騨
中
山
七
里
、保
井
戸
駅
周
辺
を
写
生
す
る
。
そ
の
後
、静
岡
に
向
か
い
、十
一
日
、富
士
駅
、御
殿
場
か
ら
富

士
山
を
写
生
す
る
。
画

満
六
十
歳
で
家
督
を
譲
る
。
研
創�

四
月
、六
日
市
村
長
か
ら
多
年
に
渡
る
地
域
へ
の
貢
献
に
よ
り
表
彰
さ
れ
る
。
郷

五
月
三
十
日
、自
宅
庭
を
写
生
す
る
。
画

二
月
、古
志
郡
長
か
ら
多
年
に
渡
る
地
域
へ
の
貢
献
に
よ
り
表
彰
さ
れ
る
。
郷

四
月
か
ら
山
谷
沢
尋
常
小
学
校
図
画
科
の
課
外
講
師
と
し
て
無
報
酬
で
毎
週
水
曜
日
、全
学
年
に
図
画
の
指
導
を
始
め
る
。
岡

九
月
二
十
二
日
か
ら
九
月
二
十
九
日
ま
で
、北
海
道
支
笏
湖
、樽
前
山
、洞
爺
湖
、駒
ヶ
岳
、函
館
五
稜
郭
を
経
て
岩
手
猊
鼻
渓
、観
音
窟
、福
島
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明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）

明
治
四
十
一
年

（
一
九
〇
八
）

明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
）

大
正
二
年

（
一
九
一
三
）

大
正
三
年

（
一
九
一
四
）

大
正
六
年

（
一
九
一
七
）

大
正
八
年

（
一
九
一
九
）

大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）

大
正
十
年

（
一
九
二
一
）

�

大
正
十
一
年

（
一
九
二
二
）

大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）

大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）

（
図
十
一
）小
山
正
太
郎
《
一
樹
花
十
字
詩
図
》当
館
蔵

（
図
十
二
）小
山
正
太
郎
《
障
子
貼
り
図
》当
館
蔵
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磐
梯
山
、猪
苗
代
湖
を
写
生
す
る
。
画

八
月
、佐
渡
外
海
府
笹
子
の
堅
岩
を
写
生
す
る
。
そ
の
写
生
を
基
に
油
絵
を
描
き
、翌
年
春
、平
潟
神
社
（
長
岡
市
）に
奉
納
す
る
。
画
（
註
十
六
）

四
月
十
一
日
か
ら
近
畿
、中
国
地
方
、九
州
を
経
て
朝
鮮
へ
旅
行
し
写
生
す
る
（
十
一
～
十
七
日
奈
良
・
月
ヶ
瀬
、芳マ

マ

野
山
、十
九
日
和
歌
山
・

高
野
山
、二
十
、二
十
一
日
新
、旧
和
歌
浦
、�

二
十
二
日
岡
山
三
蟠
港
か
ら
汽
船
で
小
豆
島
に
渡
り
、二
十
三
日
寒
霞
渓
を
写
生
す
る
。
二
十
九

日
か
ら
五
月
二
日
ま
で
大
分
・
耶
馬
渓
、三
日
宇
佐
神
社
、七
日
福
岡
・
太
宰
府
を
写
生
し
、八
日
山
口
・
下
関
か
ら
朝
鮮
旅
行
に
向
か
う
。

十
一
日
朝
鮮
の
庭
野
熊
次
宅
で
写
生
を
す
る
）。
画

八
月
、山
谷
沢
尋
常
小
学
校
、田
中
本
吉
ら
学
務
委
員
等
の
提
唱
に
よ
り
、創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
教
室
や
教
員
住
宅
を
増

築
し
、九
月
竣
工
す
る
。
岡

昭
和
天
皇
即
位
の
大
礼
に
際
し
、献
穀
米
奉
耕
の
儀
を
命
じ
ら
れ
る
。
郷

四
月
二
十
九
日
、自
宅
に
て
写
生
す
る
。
画

四
月
十
一
日
、小
千
谷
・
龍
谷
院
で
写
生
す
る
。
画

十
月
二
十
六
日
、長
野
・
上
高
地
で
写
生
す
る
。
画�

十
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
日
光
を
旅
行
し
、写
生
す
る
。
画

五
月
、中
村
不
折
、下
村
為
山
か
ら
か
つ
て
贈
ら
れ
た
本
吉
帰
郷
時
の
送
別
図
に
説
明
文

を
記
す
。
解

一
月
二
十
七
日
、死
去
。
戒
名
・
高
燈
院
釋
卓
峰
。【
過
去
帳
】・
研
創
・
岡�
田
中
家
の
菩
提

寺
専
福
寺
に
葬
ら
れ
る
。（
図
十
三
・
十
四
）

　

以
上
が
こ
れ
ま
で
判
明
し
た
田
中
本
吉
の
年
譜
で
あ
る
が
、明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）に
帰
郷
す
る
際
に
描
か
れ
た
中
村
不
折
・
下
村
為
山
に
よ
る
送
別

図
八
幅
が
現
存
し
て
い
る
。
本
吉
が
不
同
舎
に
入
塾
し
た
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）か
ら
送
別
会
の
開
か
れ
た
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）当
時
の
様
子
を

補
う
資
料
と
し
て
こ
こ
に
時
系
列
順
に
紹
介
す
る
（
註
十
七
）�

。

　

併
せ
て
、送
別
会
の
席
で
書
か
れ
た
小
山
正
太
郎
の
書
画
幅
（
図
七
）も
紹
介
す
る
（
以
降
の
回
想
文
や
文
章
の
改
行
を
「
／
」に
て
示
す
）。

（
註
十
六
）

平
潟
神
社
は
、本
吉
没
後
の
昭
和
二
十
年（
一
九
四
五
）八
月
一
日
の

長
岡
空
襲
で
被
災
し
焼
失
。
現
在
、再
建
さ
れ
て
い
る
が
、奉
納
さ
れ

た
油
絵
は
所
有
せ
ず
、焼
失
と
思
わ
れ
る
と
平
潟
神
社
に
確
認
。

（
註
十
七
）

こ
の
戯
画
は
、竹
内
延
夫
氏
に
よ
っ
て
昭
和
五
十
五
年（
一
九
八
〇
）、

『
小
山
正
太
郎
研
究
会
誌
』第
二
号
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、本
稿
で

一
部
修
正
、説
明
等
を
加
え
た
。

43

（
図
十
四
）

（
図
十
三
）田
中
家
墓

大
正
十
四
年

（
一
九
二
五
）

大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）

昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）

昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）

昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）

昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）

昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）

昭
和
十
一
年

（
一
九
三
六
）
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【
第
一
幅
】中
村
不
折
筆
（
図
十
五
）

［
右
上
］風　
［
右
下
］雨

　

学
友
中
村
不
折
／
氏
と
常
に
東
京
／
市
外
へ
写
生
に
出
／
で
つ
ゝ
あ
り
し
卓
峰
／
は
大
な
る
麦
が
ら
帽
を
／
用
ひ
て
日
光
の
目
に
直
／
射
す
る
を
避
け
た

り
／
し
か
し
風
の
時
に
ハ
困
る
／
こ
と
し
ば
〳
〵
あ
り
し
／
其
代
り
雨
の
時
ハ
都
合
／
よ
ろ
し
不
折
君
の
栗
／
あ
た
ま
を
も
一
寸
入
れ
て
見
／
た
事
も
あ
り

し
な
り
／
む
き
に
か
ま
は
ぬ
不
折
／
君
下
駄
の
歯
の
ぬ
け
／
た
も
そ
の
ま
ゝ
は
き
通
／
す
／

　

明
治
二
十
年
二
十
一
年
／
頃
の
光
景
／

　

画
并
題
字
と
も
／
不
折
君
筆
／
今
此
図
を
観
て
感
慨
無
／
量
な
り
不
折
氏
今
日
六
十
九
／
余
今
日
七
十
五
／
昭
和
九
年
五
月
／
卓
峰
誌
す

【
解
】�小
山
を
は
じ
め
不
同
舎
の
塾
生
は
写
生
旅
行
を
行
っ
た
。
背
中
に
背
負
っ
て
い
る
画
帳
に
そ
れ
ぞ
れ
の
名
「M

.W
A
K
IYA

」「SN.A
K
A
M
U
R
A

」

が
見
え
る
。本
吉
と
不
折
の
出
で
立
ち
は
、「
写
生
旅
行
の
姿
は
、袴
を
裾
短
に
し
て
、脚
絆
草
鞋
が
け
、大
画
板
を
肩
に
し
、弁
当
と
三
脚
と
を
腰
に
す
る
」

（「
小
杉
放
庵マ
マ

著
『
随
筆
帰
去
来
』洗
心
書
林　

昭
和
二
十
三
」よ
り
）と
小
杉
放
菴
が
不
同
舎
門
人
の
写
生
旅
行
時
の
出
で
立
ち
を
回
想
し
て
い
る
も
の

に
近
い
。
中
村
不
折
は
、本
吉
入
門
後
の
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）四
月
入
門
し
て
い
る
（『
不
同
舎
入
学
証
書
』）。

【
第
二
幅
】中
村
不
折
筆
（
図
十
六
）

［
左
上
］旧
遊
ヲ
叙
ス
／
雷　
［
右
下
］雪

　

明
治
二
十
一
、二
年
／
頃
中
村
不
折
君
と
／
東
京
市
外
へ
連
れ
立
／
て
写
生
に
出
掛
け
た
／
も
の
で
あ
つ
た
／

　

雷
の
為
に
驚
ひ
た
／
事
も
雪
の
為
ニ
手
／
を
氷
ら
し
た
事
も
有
た
／
卓
峰
が
常
に
被
つ
て
／
居
る
麦
帽
が
あ
ま
り
に
／
大
き
い
か
ら
目
に
附
へ
た
／

　

不
折
君
は
誠
に
毛
深
／
ひ
人
で
全
身
毛
に
包
ま
／
れ
て
あ
る
手
で
も
足
で
も
／
毛
も
く
し
や
で
有
る
／
旅
行
抔
で
沿
道
の
子
供
が
／
言
た
子
供
の
様
な
お

と
／
な
が
来
た
目
ば
か
り
／
ひ
か
ら
し
て
と
／

　

実
に
此
子
供
の
言
ば
は
後
／
の
大
家
た
る
不
折
君
／
を
顕
は
し
た
不
折
の
／
不
折
た
る
以
為
乎
／

　

時
昭
和
九
年
五
月
／
七
十
五
翁　

卓
峰
追
懐
書
／
此
画
并
題
字
中
村
不
折
氏

【
解
】�不
折
入
門
が
明
治
二
十
一
年
四
月
、本
吉
の
帰
郷
が
同
二
十
三
年
十
月
な
の
で
、雪
の
思
い
出
は
、同
二
十
二
年
か
ら
二
十
三
年
に
か
け
て
の
冬
の
記
憶

と
思
わ
れ
る
。
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（
図
十
六
）中
村
不
折
《
送
別
図
》第
二
幅

（
図
十
五
）中
村
不
折
《
送
別
図
》第
一
幅
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【
第
三
幅
】中
村
不
折
筆
（
図
十
七
）

�

［
右
上
］功
成
名
遂
而
身
退　
［
左
上
］サ
ー
僕
ト
交
代
シ
ヨ
ウ
／
君
ハ
コ
レ
カ
ラ
絶
家
ヲ
／
支
ヘ
ー
ツ
　ヽ
［
中
央
］か
な
川
ケ
ン　
［
右
下
］（
貴
族
議
印
）

鼻
之
先
ニ
／
ブ
ラ
ツ
ク
図　
［
左
下
］秋
風
の
吹
く
に
つ
け
て
は
／
卓
峰
も
／
も
み
じ
の
／
錦
ひ
き
／
ま
と
う
ら
ん

　

明
治
二
十
三
年
内
国
／
勧
業
博
覧
会
出
品
／
の
卓
峰
画
暁
村
鶏
鳴
／
の
図
時
の
農
商
務
大
臣
／
の
御
買
上
と
な
り
し
を
／
不
折
君
が
斯
の
如
く
翼
／
を
附

し
天
空
へ
飛
び
揚
／
る
も
の
と
せ
し
な
り
／

　

小
泉
君
ハ
身
長
高
く
鼻
／
尖
り
烏
天
狗
の
様
の
顔
貌
／
な
り
卓
峰
の
短
身
弱
者
と
代
／
て
神
奈
川
県
師
範
生
徒
と
を
／
預
る
是
れ
広
庭
に
て
神
／
奈
川
剣

銃
を
受
る
所
以
之
／
卓
峰
の
鼻
の
先
に
議
員
の
／
印
鑑
を
ぶ
ら
付
か
せ
る
ハ
地
方
／
へ
帰
り
て
一
政
治
家
と
飛
出
す
／
程
の
資
産
を
為
す
か
と
の
／
予
測
な

ら
ん
／

　

画
は
中
村
不
折
君
筆
／
題
字
ハ
二
神
純
孝
君
／
筆
な
り
／
二
神
純
孝
君
は
後
の
／
下
村
為
山
君
な
り
／

　

卓
峰
帰
国
ハ
明
治
二
十
三
年
／
十
月
な
れ
ハ
越
後
の
山
は
紅
葉
／
の
飾
を
ま
と
へ
て
迎
ひ
／
し
こ
と
を
想
像
せ
し
な
ら
ん
／
今
此
図
を
観
れ
は
無
量
／
の

感
に
打
多
る
嗚
呼
／

　

昭
和
九
年
五
月
／
七
十
五
翁　

卓
峰
誌

【
解
】�明
治
二
十
三
年
、農
商
務
大
臣
買
上
げ
の
《
暁
村
鶏
鳴
》が
ど
の
よ
う
な
絵
で
あ
っ
た
か
、羽
が
生
え
て
飛
ん
で
行
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
絵
と
、前
述
の
鷗

外
の
批
評
と
合
わ
せ
て
概
要
が
窺
え
る
。
本
吉
と
小
泉
成
一
の
風
貌
が
窺
え
、ま
た
、神
奈
川
県
師
範
学
校
を
小
泉
に
引
き
継
い
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
小

泉
に
つ
い
て
は
、ふ
く
や
ま
美
術
館
大
前
勝
信
氏
が
研
究
紀
要
第
四
号
に
よ
っ
て
そ
の
生
涯
を
辿
ら
れ
て
い
る
。
神
奈
川
県
師
範
学
校
で
教
鞭
を
執
る

理
由
を
補
え
る
資
料
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、こ
の
功
名
を
錦
に
、明
治
二
十
三
年
に
帰
郷
し
、田
中
家
に
入
り
、家
を
再
興
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
そ
し
て
当
時
、立
身
出
世
の
先
に
は
政
治
家
と
な
る
こ
と
が
時
代
の
風
潮
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
本
吉
は
農
業
振
興
や
教
育
な
ど
地

域
振
興
を
進
め
、同
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）に
村
会
議
員
に
な
っ
て
い
る
。

【
第
四
幅
】中
村
不
折
筆
（
図
十
八
）

［
左
上
］（
喚
状
）セ
ツ
カ
ク
ミ
ン
ナ
ガ
／
引
留
ル
ニ
／
振
リ
切
テ
／
帰
ル
ト
ハ
／
ツ
レ
ナ
イ
／
イ
ヤ
／
袖
ナ
イ
／
人
ジ
ヤ
ワ
イ　
［
中
央
］（
新
カ
タ
行
／
神

ナ
川
行
）イ
ヤ
ー
／
来
タ
／
マ
タ
シ
テ
モ
／
恐
ロ
シ
イ
金
ヒ
ト
ダ
マ／
イ
ヤ
サ
目
玉
ガ
。
／
コ
ー
ソ
ノ
タ
ン
ビ
ニ
大
キ
／
サ
ガ
増
シ
チ
ヤ
ー
／
シ
メ
／
ニ
ヤ
／
御
天
道

様
ガ
束
脩
／
ヲ
以
テ
入
門
ス
ル
様
ニ
ナ
ル
ゾ
／
オ
ー
コ
ワ
イ
〳
〵��

［
右
中
央
］コ
ー
金
ガ
ト
レ
ナ
ク
ツ
チ
ヤ
ー
大
ヨ
ワ
リ
ダ
／
マ
ー
絶ゼ
ッ

家カ

デ
モ
再
興
シ
テ
／
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（
図
十
八
）中
村
不
折
《
送
別
図
》第
四
幅

（
図
十
七
）中
村
不
折
《
送
別
図
》第
三
幅
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40

ア
タ
ヽ
マ
ロ
ウ
カ
イ
／
堅○

木○

ダ
カ
ラ
／
ヨ
ク
モ
ヘ
ル
ワ
／
〳
〵
〳
〵

　

小
山
先
生
の
不
同
舎
／
同
窓
員
卓
峰
の
帰
／
郷
を
惜
み
引
き
留
／
む
る
あ
り
さ
ま
／

　

目
玉
の
太
き
田
中
に
／
代
り
一
層
目
玉
の
太
／
き
な
小
泉
が
行
き
し
／
故
神
奈
川
校
の
生
徒
／
の
驚
き
尤
の
事
也
／
堅
気
と
こ
ろ
で
な
へ
／
弱
虫
な
る
に

此
図
は
／
笑
止
千
万
な
り
／

　

画
并
題
字
と
も
／
中
村
不
折
氏
／

　

明
治
二
十
三
年
十
月
／
為
卓
峰
送
別
宴
／
を
催
さ
れ
し
折
坐
興
／
と
し
て
掲
け
ら
れ
し
／
も
の
／
今
是
を
見
れ
ば
懐
旧
の
情
／
交
々
至
る
嗚
呼
／

　

昭
和
九
年
五
月
／
七
十
五
翁
卓
峰
誌

�【
解
】�こ
こ
に
紹
介
す
る
戯
画
が
「
明
治
二
十
三
年
十
月
為
卓
峰
送
別
宴
を
催
さ
れ
し
折
坐
興
と
し
て
掲
け
ら
れ
し
も
の
」と
回
想
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ

の
八
幅
は
送
別
会
の
席
上
描
か
れ
た
こ
と
が
解
る
。

【
第
五
幅
】中
村
不
折
筆
（
図
十
九
）

�［
右
上
］（
錦
）右
越
後
道
／
下
ニ
ロ
ー
／
〳
〵
〳
〵��

［
中
央
］神
奈
川
産　
［
右
中
央
］美
実
大
高
売　
［
右
下
］今
般
私
共
ニ
於
テ
／
引
受
営
業
致
シ
中
／
成

丈
高
値
に
御
買
／
取
願
ヰ
ツ
ヽ

　

卓
峰
は
故
郷
／
へ
帰
り
／

　

小
泉
は
代
て
／
神
奈
川
県
の
師
範
／
学
校
へ
行
く
／
其
生
徒
等
／
小
泉
教
諭
の
／
美
術
を
う
け
て
／
如
何
乎
感
す
／
る
也
／

　

画
并
題
字
／
と
も
／
中
村
不
折
氏
／
明
治
二
十
三
年
／
十
月

【
解
】�上
段
に
旗
揚
げ
、錦
の
陣
羽
織
を
着
て
帰
郷
す
る
先
生
・
本
吉
の
姿

と
、下
段
に
本
吉
の
代
わ
り
に
神
奈
川
師
範
学
校
で
貧
し
そ
う
な
格

好
で
美
実
（
美
術
）を
売
る
（
教
え
る
）先
生
・
小
泉
の
姿
が
対
比

さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。

【
第
六
幅
】下
村
為
山
筆
（
図
二
十
）

［
中
央
］（
郵
便
報
知
新
聞
）

�　

明
治
二
十
三
年
十
月
／
小
山
先
生
宅
ニ
於
け
る
／
卓
峰
送
別
会
光
景

／
御
列
席
の
諸
先
生
／
小
山
先
生
／
浅
井
先
生
／
大
河
内
先
生
／
柳
先

生
／
御
／
そ
／
ろ
／
い
／
で
／
と
／
ら
／
ん
／
ぷ
／
遊
／
び
に
／
興
が

あ
る
／

　

二
神
君
／
大
坪
君
／
囲
碁
に
／
夢
中
／
見
て
居
る
／
中
元
君
は
／
あ

き
が
／
来
た
／
ら
し
い
／
小
出
君
と
／
原
田
君
と
は
す
ご
ろ
く
／
勝
負

に
／
何
や
ら
□不
明

え
に
懸
命
な
り
／
そ
ば
に
ね
て
ゐ
た
／
福
原
君
は
猫
が

来
た
か
／
何
に
か
の
音
に
／
一
寸
警
戒
／
楊
君
と
／
木
元
君
と
は
う
で

（
図
二
十
）下
村
為
山
《
送
別
図
》第
六
幅

（
図
十
九
）中
村
不
折
《
送
別
図
》第
五
幅
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／
す
も
う
に
／
あ
せ
を
流
す
／
佐
久
間
君
と
／
深
田
君
と
は
一
番
勝
負

／
岡
君
行
司
の
御
骨
折
／
中
村
君
は
ど
う
せ
聴
え
ぬ
／
耳
な
れ
ば
世
俗

の
事
ハ
／
我
関
せ
ず
と
坐
席
の
／
中
央
に
新
聞
閲
る
／
襖
を
開
け
て
来

た
る
は
／
先
生
の
姪
児
／
小
山
信
郎
子
／

　

画　

二
神
純
孝
氏
／
則
后
下
村
為
山
之

【
解
】こ
の
回
想
を
参
照
す
る
と
各
人
が（
図
二
十
一
）の
と
お
り
と
な
る
。

【
第
七
幅
】下
村
為
山
筆
（
図
二
十
二
）

［
左
上
］絶
家
を
ば
／
堅
い
は
し
ら
で
／
再
興
し　
［
左
中
］金
餅
で
堅
い

む
す
こ
の
ほ
う
た
ゝ
き
／
［
右
中
］　

ト
ウ
ド
ウ
大
金
（
タ
イ
キ
ン
）ヲ

突
キ
留
メ
タ
ナ
／
ゲ
ニ
果
鋒
ハ
練
リ
テ
／
待
ツ
ベ
シ
サ
／（
果
鋒
）／［
左

下
］冨
貴
な
る
相
を
そ
な
へ
は
牡
丹
花
／
つ
れ
そ
う
も
の
ハ
越
後
志
士
か

な
　

卓
峰
ガ
京
地
を
去
る
は
／
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
郷
里
／
の
事
情
に
因
る

事
な
れ
／
ど
将
来
に
大
な
る
希
望
／
を
有
す
る
同
窓
諸
士
よ
り
／
為
め

に
遺
憾
と
さ
れ
し
／
も
の
な
り
／

　

上
図
一
二
三
の
如
き
は
／
云
ふ
を
想
起
せ
し
も
の
／
と
思
ふ
／
末
の

牡
丹
に
獅
子
／
は
卓
峰
が
身
の
終
／
局
を
顕
は
せ
し
也
／
右
卓
峰
送
別

宴
会
の
／
席
上
に
掲
け
ら
れ
し
也
／

　

画
并
題
字
と
も
／
二
神
純
孝
君
／
二
神
純
孝
君
後
に
／
下
村
為
山
と

成
る
／

　

今
此
図
を
観
れ
ば
感
慨
／
無
量
な
り
／

　

昭
和
九
年
五
月
／
七
十
五
白
髪
翁
／
卓
峰
誌

【
解
】�果
鋒
（
果
報
）、金
餅
（
金
持
ち
）、犬
の
大
き
な
睾
丸
（
大
金
）、越
後

獅
子
（
越
後
志
士
）な
ど
、本
吉
の
事
を
違
う
も
の
で
揶
揄
し
た
画
に
な
っ
て
い
る
。

【
第
八
幅
】下
村
為
山
筆
（
図
二
十
三
）

［
右
上
］ア
マ
リ
金
ヲ
持
ツ
ト
／
使
ヒ
ド
コ
ロ
ニ
／
コ
マ
ル
テ
チ
ト
／
画
餓
鬼
ニ
／
施
シ
テ
ヤ
ロ
ー
カ
イ

　

明
治
二
十
三
年
十
月
卓
峰
送
別
会
／
坐
興
の
中
／
是
は
卓
峰
が
資
産
を
作
り
／
貧
画
人
に
施
す
と
云
ふ
／
想
像
画
な
り
／

　

筆
者　

二
神
純
孝
氏
即
后
の
／
下
村
為
山
氏

【
解
】�こ
の
画
だ
け
紙
が
継
い
で
あ
り
、下
段
の
図
も
途
中
で
切
れ
て
い
る
。
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
。

39

（
図
二
十
三
）下
村
為
山
《
送
別
図
》第
八
幅

（
図
二
十
二
）下
村
為
山
《
送
別
図
》第
七
幅

（
図
二
十
一
）※
相
手
と
入
れ
違
い
の
場
合
あ
り

田
中
本
吉

浅
井
忠

小
山
正
太
郎

柳
原
吉

大
坪
小
一
郎
※

中
元（
本
）保
策

大
河
内
信
矼
中
村
不
折

二
神
純
孝（
下
村
為
山
）※

楊
忠
三
郎
※

佐
久
間
文
吾
※

深
田
憲
治
※

岡
精
一

小
出
※

木
元
平
太
郎
※

原
田
安
壽
※

小
山
信
郎

福
原
馬
三
郎
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○
小
山
正
太
郎
筆
書
画
幅　

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）��（
図
七
）

　

山
中
多
雲
霧
眼
鏡
易
失
明
／
乞
君
常
注
意
心
明
仏
不
掩
／
卓
峯
君
送
別
会
席
上
漫
画
／
不
同
舎
主
人

【
解
】�前
掲
の
惜
別
図
第
六
幅
の
本
吉
の
回
想
か
ら
送
別
会
は
小
山
宅
で
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
、ま
た
、本
作
品
の
落
款
に
「
卓
峯
君
送
別
会
席
上
漫
画　

不
同

舎
主
人
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、不
折
と
為
山
の
送
別
図
と
同
じ
席
上
で
描
か
れ
た
も
の
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。小
山
の
個
人
の
名
で
な
く
、「
不
同
舎
主
人
」

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、本
吉
を
「
不
同
舎
」全
体
と
し
て
送
る
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
。

二
、作
品

　

田
中
本
吉
の
作
品
は
、前
述
の
よ
う
に
平
潟
神
社
に
奉
納
し
た
油
絵
同
様
、長
岡
旧
市
街
地
内
に
あ
っ
た
親
族
宅
お
よ
び
互
尊
文
庫
等
所
蔵
の
作
品
は
、昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）八
月
一
日
の
長
岡
空
襲
で
ほ
と
ん
ど
が
焼
失
し
た
と
伺
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
現
在
確
認
し
え
る
作
品
は
多
く
な
い
が
、調
査
に
よ
っ
て

判
明
し
た
田
中
本
吉
の
作
品
お
よ
び
図
版
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

※�

作
品
が
確
認
で
き
、「
不
同
舎
展
」出
品
作
品
は
○
番
号
、未
出
品
は
□
番
号
、現
存
を
確
認
で
き
ず
図
版
の
み
は
△
番
号
で
表
し
た
。

①
《
釜
戸
》明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）　

三
八
・
七
×
五
一
・
八
㎝　

水
彩
・
紙　

個
人
蔵
（
図
二
十
四
）

　

作
品
名
の
記
載
等
は
無
く
、仮
題
。
制
作
年
が
確
認
で
き
る
一
番
古
い
水
彩
画
。
本
吉
が
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）十
一
月
十
一
日
不
同
舎
に
入
門
し
、明

治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）十
月
に
結
婚
で
帰
郷
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、結
婚
前
の
在
京
中
の
作
品
の
た
め
、「
脇
屋
」姓
の
署
名
と
な
っ
て
い
る
（
図
二
十
五
）。

現
在
「
脇
屋
」姓
で
確
認
で
き
る
唯
一
の
作
品
。
女
性
と
猫
の
描
き
方
に
や
や
稚
拙
さ
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、透
視
図
法
を
使
い
、背
景
か
ら
光
が
差
し
込
む
台
所
の

光
景
は
、不
同
舎
で
学
ん
だ
技
術
が
良
く
表
れ
て
い
る
。雅
号
の「
卓
峰
」も
署
名
さ
れ
、初
期
か
ら
生
涯
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。�「
不
同
舎
展
」で
初
公
開
。

2
図
版
《
神
田
明
神
》明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）　
『
明
治
美
術
会
第
三
回
報
告
』よ

り
（
図
五
）

　

東
京
日
日
新
聞
と
森
鷗
外
の
評
に
つ
い
て
は「
一
、生
涯
と
年
譜
」の
年
表
中
に
前
述
。

両
脇
に
家
並
み
を
配
し
、消
失
点
に
向
か
っ
て
参
道
を
描
き
点
景
人
物
を
配
す
構
図
は
、

不
同
舎
の
「
道
路
山
水
」的
構
図
と
な
っ
て
い
る
。

3《
遠
村
鶏
鳴
》明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）　

中
村
不
折
筆
《
送
別
図
》よ
り（
図
六
）

　

前
掲
の
送
別
図
第
三
幅
最
上
段
に
農
商
務
大
臣
買
上
げ
の
た
め
、羽
が
生
え
て
飛
ん

で
行
く
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
前
章
の
年
譜
、明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）を
参
照
、

ま
た
註
九
を
参
照
。

（
図
二
十
四
）《
釜
戸
》

（
図
二
十
五
）
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④
《
小
山
正
太
郎
筆
「
仙
台
の
桜
」模
写
》明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）　

二
五・〇
×

四
二・〇
㎝　

油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス　

個
人
蔵
（
図
二
十
六
）

　

作
品
の
裏
に
「
明
治
廿
七
年
一
月
摸
写
小
山
正
太
郎
師
之
筆　

田
中
本
吉
」と
楷
書

体
で
書
か
れ
て
い
る（
図
二
十
七
）。小
山
の《
仙
台
の
桜
》は
、明
治
十
四
年（
一
八
八
一
）

の
作
（
当
館
蔵
）。
本
吉
は
、明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）に
帰
郷
し
て
い
る
の
で
、

帰
郷
後
、渡
沢
（
長
岡
）在
住
時
に
模
写
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
二
十
七
年

（
一
八
九
四
）当
時
に
カ
ラ
ー
写
真
は
日
本
に
存
在
し
な
い
の
で
、白
黒
写
真
を
基
に

記
憶
を
辿
っ
た
か
、上
京
し
た
折
、現
物
を
見
て
摸
写
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ

れ
る
。
小
山
の
作
品
を
良
く
摸
写
し
て
い
る
が
、小
山
と
比
べ
奥
行
き
や
桜
樹
と
群
衆

と
の
対
比
な
ど
の
デ
フ
ォ
ル
メ
が
小
さ
く
、現
実
的
な
光
景
の
ま
ま
縮
尺
し
た
表
現
と

な
っ
て
い
る
。
裏
書
き
が
真
面
目
な
楷
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
点
、「
師
之
筆
」と
い
う

言
葉
、作
品
寸
法
が
小
山
の
作
品
よ
り
小
さ
く
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
も
小
山
へ
の
尊

師
の
念
が
窺
え
る
。

5
図
版
《
濤
声
》明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）　
『
明
治
美
術
会
秋
季
展
覧
会
出
品
目
録
』よ
り
（
図
八
）�

　

明
治
美
術
会
会
員
が
好
く
描
い
た
海
浜
風
景
の
流
れ
に
沿
う
作
品
。

⑥
《
農
家
ノ
夜
業
》明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）　

四
七
・
二
×
八
七
・
八
㎝　

油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス　

明
治
美
術
会
第
八
回

展　

長
岡
市
立
山
谷
沢
小
学
校
蔵
（
図
九
）

　
「
不
同
舎
展
」調
査
時
に
展
覧
会
出
品
作
と
し
て
唯
一
現
物
確
認
が
で
き
た
作
品
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）の
明
治
美
術
会
春
季
展
覧
会
（
第
八
回
展
）出

品
目
録
に
同
図
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
、記
載
さ
れ
て
い
る
寸
法
（「
竪
一
寸
五
尺
横
二
尺
九
寸
」）と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
特
定
し
た
。
本
吉
は
、不
同
舎

入
門
前
も
教
育
者
と
し
て
務
め
て
お
り
、明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）入
婿
し
帰
郷
後
も
地
域
振
興
に
献
身
し
て
い
る
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）に
は
、田

中
家
が
あ
っ
た
学
区
の
山
谷
沢
尋
常
小
学
校
図
画
科
の
課
外
講
師
と
し
て
無
報
酬
で
務
め
て
い
る
。
地
元
へ
の
貢
献
か
ら
小
学
校
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑦
《
木
曽
乃
山
路
の
図
》制
作
年
不
明　

四
七
・
五
×
六
三
・
〇
㎝　

油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス　

個
人
蔵
（
図
二
十
八
）

　

作
品
名
の
記
載
等
は
無
く
、伝
承
に
よ
る
仮
題
。
消
失
点
に
向
か
っ
て
道
路
が
描
か
れ
、そ
こ
に
人
が
乗
っ
た
牛
を
引
く
点
景
人
物
を
配
し
た
構
図
は
、ま
さ

し
く
「
道
路
山
水
」の
小
山
正
太
郎
の
指
導
に
沿
う
も
の
と
確
認
で
き
る
作
品
。

⑧
《
農
夫
》制
作
年
不
明　

一
一
二
・
三
×
六
七
・
〇
㎝　

油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス　

長
岡
市
立
山
谷
沢
小
学
校
蔵
（
図
二
十
九
）

　
《
農
家
ノ
夜
業
》と
と
も
に
山
谷
沢
小
学
校
所
蔵
。
作
品
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
枠
に
本
吉
の
自
筆
と
思
わ
れ
る「
画
題
農
夫　

新
潟
県
古
志
郡　

卓
峰
田
中
本
吉
筆
」

と
書
か
れ
て
あ
る
。
大
き
さ
も
あ
り
、出
品
作
の
よ
う
で
も
あ
る
が
、明
治
美
術
会
、太
平
洋
画
会
の
目
録
で
は
確
認
で
き
ず
。
今
回
判
明
し
た
明
治
美
術
会
第

（
図
二
十
六
）��《
小
山
正
太
郎「
仙
台

の
桜
」模
写
》

（
図
二
十
七
）

（
図
二
十
八
）《
木
曽
乃
山
路
の
図
》
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八
回
展
出
品
作
の
《
農
家
ノ
夜
業
》が
山
谷
沢
小
学
校
に
贈
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、描
か
れ

て
い
る
内
容
か
ら
同
展
に
出
品
し
た
《
太
平
の
民
》の
作
品
名
変
更
で
は
な
い
か
と
い
う

期
待
も
残
る
が
不
明
。
明
る
い
色
調
か
ら
黒
田
清
輝
帰
朝
後
も
た
ら
さ
れ
た
色
調
の
影
響

を
受
け
て
い
る
と
も
思
わ
れ
、明
治
二
十
六
年
（
一八
九
三
）以
降
の
作
品
で
あ
ろ
う
。

9
図
版
《
静
物
》
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）『
第
四
回
太
平
洋
画
会
画
集
（
第
五
回
太
平
洋
画
会

カ
タ
ロ
グ
）』よ
り
（
図
十
）

　

本
吉
の
静
物
画
は
現
存
が
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、唯
一
の
図
版
。

⑩
《
風
景
》明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）　

五
九
・
三
×
八
一
・
〇
㎝　

油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス　

長
岡
市
立
中
央
図
書
館
蔵
（
図
三
十
）

　

作
品
名
の
記
載
等
は
無
く
、仮
題
。
野
本
互
尊
（
恭
八
郎
、一
八
五
二
～
一
九
三
六
）は
、大
正

七
年
（
一
九
一
八
）長
岡
に
互
尊
文
庫
（
図
書
館
）を
設
立
し
た
人
物
。
第
六
十
九
国
立
銀
行
取

締
役
、新
潟
県
会
議
員
な
ど
を
務
め
た
。
本
吉
は
、八
歳
年
長
の
野
本
と
交
友
が
あ
り
、作
品
を

互
尊
文
庫
に
展
示
し
て
い
た
と
い
う
。
前
述
の
よ
う
に
互
尊
文
庫
は
長
岡
空
襲
で
焼
失
し
て
お

り
、戦
後
、ど
の
よ
う
に
し
て
収
蔵
さ
れ
た
も
の
か
は
不
明
。図
書
館
で
も
こ
れ
ま
で
署
名
の「
卓

峯
写
明
治
三
十
九
年
」は
解
る
も
の
の
、人
物
に
つ
い
て
も
不
明
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、

「
不
同
舎
展
」で
初
公
開
。
道
路
で
な
く
、川
に
よ
っ
て
透
視
図
法
的
遠
近
法
処
理
を
行
っ
て
お

り
、「
道
路
山
水
」と
本
質
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

⑪
田
中
本
吉 

「
画
帳
」よ
り　

水
彩
・
紙　

個
人
蔵

　

-

ａ　

�《
汽
車
中
人
ノ
様
》　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）（
図
三
十
一
）

　

-

ｂ　

�《
木
曽
山
中
鞍
馬
橋
附
近
雨
中
之
光
景
》　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）秋
（
図
三
十
二
）

　

-

ｃ　

�《
妙
義
山
ノ
秋
》　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）（
図
三
十
三
右
）

　

-

ｄ　

�《
妙
義
山
の
秋
色
》　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）（
図
三
十
三
左
）

　

-

ｅ　

�《
鯨
波
之
夕
陽
》　

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）六
月
（
図
三
十
四
右
）

　

-

ｆ　

�《
飛
騨
ノ
中
山
七
里
》　

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）十
月
（
図
三
十
四
左
）

　

-

ｇ　

�《
志マ
マ

笏
湖
》　

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）九
月
二
十
二
日
（
図
三
十
五
）

　

-

ｈ　

�《
駒
ヶ
岳
》　

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）九
月
二
十
四
日
（
図
三
十
六
）

　

-

ｉ　
《
佐
渡
外
海
府
笹
子
の
堅
岩
》　

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）八
月
（
図
三
十
七
）

　

-

ｊ　

�《
月
ヶ
瀬
梅
の
明
》　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）四
月
十
一
日
（
図
三
十
八
）

（
図
三
十
一
）「
画
帳
」よ
り

（
図
三
十
）��《
風
景
》長
岡
市
立
中

央
図
書
館
蔵

（
図
二
十
九
）《
農
夫
》長
岡
市
立
山
谷
沢
小
学
校
蔵

（
図
三
十
二
）「
画
帳
」よ
り



(14)
35

　

-

ｋ　

�《
芳マ
マ

野
山
中
千
本
之
一
部
》　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）四
月
十
五
日
（
図
三
十
九
）

　

-

Ｌ　

�《
備
前
国
岡
山
市
外
三
蟠
港
観
望
》　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）四
月
二
十
日（
図
四
十
）

　

-

ｍ　

�《
犬
走
河
原
》　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）四
月
三
十
日
（
図
四
十
一
右
）

　

-

ｎ　

�《
旧
羅
漢
》　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）四
月
三
十
日
（
図
四
十
一
左
）

　

-

ｏ　

�《
日
光
杉
并
木
今
市
町
木
ノ
根
坂
》　

昭
和
八
年
（一
九
三
三
）十
月
二
十
八
日（
図
四
十
二
）

　

残
さ
れ
た
画
帳
五
冊
の
写
生
の
一
部
。
大
ま
か
に
は
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
順
序
よ
く
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
冊
の
中
で
も
制
作
年
が
前

後
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
制
作
年
を
特
定
で
き
な
い
図
も
あ
る
。
国
内
各
地
を
旅
し
、写
生
し
て
い
る
行
為
は
、不
同
舎
の
写
生
旅
行
の
名
残
に
見
え
る
。
そ
の

中
で
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）に
は
、年
譜
中
に
記
載
の
よ
う
に
朝
鮮
に
渡
航
し
た
こ
と
が
、こ
の
画
帳
か
ら
辿
れ
る
。
使
用
終
了
の
古
い
順
に
紹
介
す
る
。

　

一
冊
目
は
大
正
八
～
十
年
。
こ
こ
に
は
、ａ
～
ｆ
が
描
か
れ
て
い
る
。
ａ（
図
三
十
一
）に
「
大
正
八
年
秋
写
生
旅
行
／
木
曽
山
中
鞍
馬
ト
云
フ
処
ニ
到
ル
／
途
次

汽
車
中
人
ノ
様
々
ヲ
写
／
シ
以
テ
筆
ノ
錬
磨
ヲ
努
／
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
」と
あ
り
、車
中
で
も
鍛
錬
す
る
真
面
目
な
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。
ｂ（
図
三
十
二
）の
木
曽
鞍
馬
橋

の
光
景
か
ら
、群
馬
妙
義
山
（
図
三
十
三
右
左
）、信
越
本
線
で
浅
間
山
を
車
窓
か
ら
見
な
が
ら
軽
井
沢
、飯
綱
山
、妙
高
山
、日
本
海
に
出
て
、日
本
海
沿
い
の
柿
崎
、米

山
、鯨
波
を
通
過
し
な
が
ら
写
生
し
長
岡
に
戻
っ
た
の
だ
ろ
う
。
水
彩
写
生
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
翌
年
、ｅ（
図
三
十
四
右
）の
よ
う
に
鯨
波
で
六
月
の
夕
陽
を
描
い
て

い
る
。
そ
の
左
頁
は
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）十
月
か
ら
十
一
月
の
写
生
と
な
り
、ｆ（
図
三
十
四
左
）は
「
飛
騨
ノ
中
山
七
里　

第
一
～
十
二
号
」と
十
二
枚
に
振

ら
れ
て
い
る
内
の
第
一
号
が
始
ま
って
い
る（
⑫
参
照
）。
そ
の
続
き
で
あ
ろ
う
、十
一
月
十
一
日
か
ら
の
富
士
山
、御
殿
場
の
写
生
も
描
か
れ
て
い
る
。

（
図
四
十
二
）「
画
帳
」よ
り

（
図
四
十
）「
画
帳
」よ
り

（
図
四
十
一
）「
画
帳
」よ
り

（
図
三
十
四
）「
画
帳
」よ
り

（
図
三
十
五
）「
画
帳
」よ
り

（
図
三
十
九
）「
画
帳
」よ
り

（
図
三
十
八
）「
画
帳
」よ
り

（
図
三
十
七
）「
画
帳
」よ
り

（
図
三
十
六
）「
画
帳
」よ
り

（
図
三
十
三
）「
画
帳
」よ
り



(15)

　

二
冊
目
は
、大
正
十
四
、十
五
年
。
三
冊
目
は
、大
正
十
五
年
と
昭
和
四
、五
年
。
二
冊
目
に
ｉ
（
図
三
十
七
）の
写
生
（
下
絵
）が
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
大
正

十
五
年
春
平
潟
神
社
ヘ
油
絵
ニ
揮
毫
シ
テ
奉
納
ス
」と
あ
り
、神
社
に
確
認
し
た
が
、昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）八
月
一
日
の
空
襲
で
神
社
は
全
焼
し
て
お
り
、

戦
前
の
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
か
ら
油
絵
作
品
も
焼
失
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
写
生
（
下
絵
）か
ら
、大
ま
か
な
構
図
が
窺
え
る
と
と
も
に
、画

面
を
格
子
に
区
切
っ
て
転
写
し
て
油
彩
に
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

ま
た
、二
冊
目
と
三
冊
目
に
入
り
交
じ
っ
て
、大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）四
、五
月
の
大
旅
行
の
写
生
が
残
り
、行
程
が
わ
か
る
。
四
月
十
一
日
、ｊ
（
図

三
十
八
）の
奈
良
・
月
ヶ
瀬
を
最
初
に
芳
野
山
（
図
三
十
九
）、和
歌
山
・
高
野
山
を
経
て
和
歌
浦
、汽
船
で
瀬
戸
内
海
航
路
を
通
っ
て
岡
山
・
三
蟠
港
（
図

四
十
）、小
豆
島
・
寒
霞
渓
を
巡
っ
て
、五
月
一
日
か
ら
大
分
・
耶
麻
渓
（
図
四
十
一
右
左
）、宇
佐
神
宮
、七
日
福
岡
・
太
宰
府
、八
日
に
は
山
口
・
下
関
か
ら
朝

鮮
に
渡
り
、十
一
日
朝
鮮
の
庭
野
熊
次
氏
の
住
宅
を
描
い
て
い
る
。
帰
路
に
つ
い
て
は
不
明
。
三
冊
目
は
こ
の
大
正
十
五
年
で
使
わ
な
か
っ
た
頁
に
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）の
自
宅
や
、五
年
に
植
物
の
写
生
が
僅
か
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　

四
冊
目
は
、昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）。
十
月
二
十
一
日
に
《
戦
場
ヶ
原
白
樺
林
》を
描
い
て
か
ら
二
十
八
日
ｏ
（
図
四
十
二
）を
描
く
な
ど
、日
光
の
自
然
の
風

景
を
描
い
て
い
る
。

　

五
冊
目
は
、北
海
道
か
ら
東
北
へ
の
旅
行
と
、昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）、昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）。
北
海
道
・
駒
ヶ
岳
の
噴
煙
上
が
る
写
生
ｈ
（
図
三
十
六
）

が
あ
り
「
噴
火
后
一
ヶ
月
餘
」と
あ
る
こ
と
か
ら
八
月
頃
の
噴
火
は
、明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）八
月
十
九
日
の
噴
火
か
、大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）七
月

三
十
一
日
の
噴
火
が
考
え
ら
れ
る
。
駒
ヶ
岳
の
前
々
日
（
九
月
二
十
二
日
）に
描
か
れ
た
ｇ
《
志マ
マ

笏

湖
》の
中
の
噴
煙
上
が
る
樽
前
山
の
溶
岩
ド
ー
ム
は
、明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）の
噴
火
で
特
徴

的
な
形
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、ま
た
、残
っ
て
い
る
他
の
画
帳
の
年
代
か
ら
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）の
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、北
海
道
の
鉄
道
の
敷
設
状
況
か
ら
、駒
ヶ
岳
駅
付
近
の
車

窓
写
生
で
は
な
い
か
と
北
海
道
鹿
野
町
役
場
総
務
・
防
災
課
の
徳
丸
照
彦
氏
か
ら
御
助
言
を
い
た

だ
い
た
。

⑫
《
飛
騨
国
中
山
七
里
ノ
中
》大
正
十
年
（
一
九
二
一
）　

三
四
・
〇
×
五
〇
・
三
㎝　

水
彩
・
紙　

個
人
蔵
（
図
四
十
三
）

　

前
述
の
「
画
帳
」中
に
「
飛
騨
ノ
中
山
七
里　

第
一
～
十
二
号
」の
写
生
が
あ
り
、そ
の
一
連
の
図

を
単
体
で
作
品
化
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

⑬
《
伊
豆
修
善
寺
》制
作
年
不
明　

四
七
・
三
×
六
二
・
七
㎝　

水
彩
・
紙　

個
人
蔵
（
図
四
十
四
）

　

年
記
の
記
載
は
無
し
。
⑫
同
様
、写
生
を
基
に
作
品
化
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

⑭
《
妙
義
山
》制
作
年
不
明　
一
〇
一・五
×
六
六・五
㎝　

油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス　

個
人
蔵
（
図
四
十
五
）

　

作
品
名
の
記
載
等
は
無
く
、伝
承
に
よ
る
仮
題
。
妙
義
山
の
第
一
石
門
を
描
い
て
い
る
。
こ
う
し

た
名
勝
を
写
生
し
た
作
品
は
、小
山
の
素
描
類
に
も
残
っ
て
い
る
。

（
図
四
十
四
）《
伊
豆
修
善
寺
》

（
図
四
十
五
）《
妙
義
山
》

34

（
図
四
十
三
）��《
飛
騨
国
中
山
七

里
ノ
中
》
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⑮
《
風
景
》昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）　

五
二
・
五
×
九
八
・
〇
㎝　

油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス　

長
岡
市
立
中
央
図
書
館
蔵
（
図
四
十
六
）

　

⑩
同
様
、長
岡
空
襲
で
互
尊
文
庫
は
焼
失
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、ど
の
よ
う
に
戦
後
、収
蔵
さ
れ
た
も
の
か
は
不
明
。
戦
後
再
建
さ
れ
た
現
在
の
互
尊
文
庫
に

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）頃
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、現
在
は
そ
の
後
身
で
あ
る
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
に
収
蔵
。
図
書
館
で
も
こ
れ
ま
で
署
名
の
「
昭
和

七
歳
二
月
Ｍ
．
Ｔ
．
卓
峯
七
十
三
筆
」は
解
る
も
の
の
、人
物
に
つ
い
て
も
不
明
だ
っ
た
が
今
回
の
調
査
で
田
中
本
吉
と
判
明
。
⑯
と
同
年
の
作
だ
が
、筆
使
い

や
遠
近
感
の
処
理
な
ど
に
も
稚
拙
さ
が
見
ら
れ
る
。

⑯
《
風
景
（
七
ツ
釜
》昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）　

五
二
・
〇
×
九
八
・
〇
㎝　

油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス　

個
人
蔵
（
図
四
十
七
）

　

新
潟
県
十
日
町
市
田
代
に
あ
る
国
の
名
勝
お
よ
び
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
田
代
の
七
ツ
釜
」。
釜
は
滝
壺
の
こ
と
で
、七
つ
の
滝
と
滝
壺
が
約
一

キ
ロ
メ
ー
ト
続
い
て
い
る
。
同
じ
く
指
定
の
清
津
峡
と
同
じ
柱
状
節
理
が
見
ら
れ
る
が
、右
岸
と
左
岸
の
柱
状
節
理
層
の
向
き
が
違
う
こ
と
で
学
術
的
に
も
貴

重
な
景
観
と
さ
れ
て
い
る
。
地
元
新
潟
県
内
の
景
勝
地
を
描
く
事
は
、不
同
舎
が
行
っ
て
い
た
写
生
旅
行
の
流
れ
を
受
け
て
い
る
も
の
と
窺
わ
れ
る
。
長
岡
に

戻
っ
て
既
に
四
十
二
年
経
て
い
る
が
、堅
牢
な
構
成
と
し
っ
か
り
と
描
か
れ
た
筆
使
い
は
、不
同
舎
で
学
ん
だ
力
量
が
窺
え
る
。

⑰
《
風
景
》昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）頃　

約
六
五
×
四
〇
㎝　

油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス　

専
福
寺
蔵
（
図
四
十
八
）

　

専
福
寺
は
、田
中
家
の
菩
提
寺
で
、親
族
が
寄
進
し
た
作
品
。
専
福
寺
本
堂
の
高
所
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、表
面
の
実
見
の
み
だ
が
、画
面
中
央
部
縦
に
剥

落
が
多
数
あ
る
。
描
か
れ
て
い
る
中
央
の
滝
と
そ
の
下
の
川
の
流
れ
、右
側
の
柱
状
節
理
等
の
景
観
か
ら
、⑯
と
同
様
に
「
田
代
の
七
ツ
釜
」を
描
い
て
い
る
と

判
断
で
き
、ま
た
、額
も
類
似
し
て
お
り
同
年
頃
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。

⑱
《
風
景
》制
作
年
不
明　

七
〇
・
八
×
四
六
・
五
㎝　

油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス　

個
人
蔵
（
図
四
十
九
）

　

所
蔵
家
宅
が
長
岡
中
心
部
に
あ
り
、長
岡
空
襲
で
そ
れ
ま
で
所
有
し
て
い
た
本
吉
の
作
品
を
焼
失
し
、戦
後
、親
族
か
ら
譲
り
受
け
た
作
品
。
作
品
名
等
の
記

（
図
四
十
六
）��《
風
景
》長
岡
市
立

中
央
図
書
館
蔵

（
図
四
十
七
）《
風
景（
七
ツ
釜
）》

（
図
四
十
八
）《
風
景
》

（
図
四
十
九
）《
風
景
》
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載
は
無
し
。
額
は
所
蔵
家
が
自
作
し
た
も
の
。

�
諏
訪
神
社
天
井
画　

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）（
図
五
十・五
十
一）

　

長
岡
市
中
沢
の
諏
訪
神
社
天
井
に
縦
六
列
横
七
段
の
枠
（
一
枚
別
手
に
よ
る
寄
進
者
名
簿
）に
描
か
れ
た
日
本
画
。

落
款
に
「
明
治
三
十
一
歳
初
春　

卓
峯
生
臨
画
」と
あ
る
も
の
も
あ
り
、年
記
が
特
定
で
き
る
。

�
専
福
寺
欄
間　

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）（
図
五
十
二
・
五
十
三
）

　

長
岡
市
中
沢
の
中
村
家
の
依
頼
に
よ
り
描
か
れ
た
欄
間
。
中
村
家
が
新
潟
県
中
越
地
震
で
被
災
し
、建
て
替
え
時
、専
福
寺
に
寄
附
さ
れ
た
。
右
面
に
「
淡
影

是
雲
／
還
是
夢
／
暗
香
宜
雨
／
亦
宜
煙
／
卓
峯
田
中
本
吉
画
」、左
面
に
「
翰
墨
不
到
処
／
凜
然
氷
雪
姿
／
明
治
四
十
年
／
丁
未
春
日
／
為
／
中
村
家
之
高
属
／

卓
峯
田
中
本
吉
画
」と
あ
る
。

�
専
福
寺
天
井
画
一
九
八
点　

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）（
図
五
十
四
・
五
十
五
）

　

田
中
本
吉
の
菩
提
寺
の
専
福
寺
本
堂
天
井
に
縦
十
一
列
、横
十
八
段
の
枠
に
描
か
れ
た
日
本
画
百
七
十
五
点
と
書
二
十
三
点
（
為
書
二
点
含
む
）。
本
堂
須

弥
壇
か
ら
三
段
目
右
脇
に
楷
書
で
「
印
（
朱
文
：
天
真
）
／
神
武
天
皇
即
位
紀
元
／
二
千
五
百
七
十
七
年
／
大
正
六
年
春
四
月
／
為
報
恩
謝
徳
／
卓
峰
山
人
田

（
図
五
十
二
）

専
福
寺
欄
間
右

（
図
五
十
三
）

専
福
寺
欄
間
左

（
図
五
十
）諏
訪
神
社
天
井
画

（
図
五
十
一
）諏
訪
神
社
天
井
画

（
図
五
十
四
）専
福
寺
天
井
画

（
図
五
十
五
）専
福
寺
天
井
画
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中
本
吉
筆　

印
（
朱
文
：
卓
峰
、白
文
：
田
中
本
吉
）」、同
十
一
段
目
手
前
（
入
口
側
）右
脇
に
「
為
／
印
（
朱
文
：
棟
）
／
報
恩
謝
徳
／
卓
峰
山
人
田
中
本
吉
／

謹
写
／
印
（
大
正
六
年
五
月
）」、十
一
段
目
手
前
（
入
口
側
）左
脇
に
「
印
（
雨
漏
り
痕
で
判
読
で
き
ず
）為
／
報
恩
謝
徳
／
卓
峰
山
人
田
中
本
吉
写
」と
あ
る
こ

と
か
ら
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
揮
毫
さ
れ
た
こ
と
が
解
る
。
書
と
花
鳥
や
鬼
神
な
ど
日
本
画
的
画
題
に
よ
る
図
が
大
半
だ
が
、一
部
洋
画
の
よ
う
な
陰
影
を

付
け
た
り
、遠
近
法
に
よ
る
ラ
イ
オ
ン
や
犬
、馬
の
図
が
含
ま
れ
て
い
る
（
図
五
十
五
）。

�
衝
立　
〈
画
〉昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）　

紙
本
彩
色
／
〈
書
〉昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）　

作
品
寸
法
各
四
七
・
五
×
六
三
・
〇
㎝
（
図
五
十
六
・
五
十
七
）

　

画
賛
と
落
款
に
「
道
通
天
地
有
形
水
／
思
入
風
雲
変
態
中
／
七
十
一
翁
夜
乎
脇
屋
氏
之
属
／
卓
峰
并
題
／
印
（
白
文
：
卓
峰
／
白
文
：
田
中
本
吉
）と
あ
り
、

自
分
の
出
生
の
脇
屋
本
家
の
兄
弟
ま
た
は
甥
の
依
頼
に
よ
り
描
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
富
士
（
？
）の
絵
の
前
に
菊
が
配
さ
れ
て
い
る
構
図
は
、ひ
ろ
し
ま
美
術
館

所
蔵
の
小
山
正
太
郎
《
牡
丹
図
》に
も
似
た
感
が
あ
る
。
書
は
「
林
深
朝
鳥
／
棲
水
広
魚
／
游
徳
高
則
／
衆
帰
焉
／
七
十
二
翁
卓
峰
敬
書
」と
あ
り
、落
款
に
「
敬

書
」と
あ
る
の
で
、や
は
り
求
め
に
応
じ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
衝
立
の
両
面
に
仕
立
て
て
あ
る
。

○
田
中
本
吉
に
贈
ら
れ
た
関
連
資
料

�
《
一
樹
花
十
字
詩
図
》　

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）　

一
四
四
．
〇
×
四
二
．
五
㎝　

絹
本
墨
書
画　

当
館
蔵
（
図
版
十
）

�
《
障
子
貼
り
図
》明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）　

一
四
四
．
〇
×
四
二
．
五
㎝　

絹
本
彩
色　

当
館
蔵
（
図
版
十
一
）

　

�
�
と
も
に
小
山
が
本
吉
宅
に
宿
泊
し
、そ
の
際
、書
き
贈
ら
れ
た
二
幅
。
詳
し
く
は
、平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）に
開
催
し
た
〈
小
山
正
太
郎
と
「
書
ハ
美

術
ナ
ラ
ス
」の
時
代
〉展
図
録
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
図
五
十
六
）衝
立
〈
画
〉

（
図
五
十
七
）衝
立
〈
書
〉

（
図
五
十
八
）��「
諸
家
折
帖
」よ
り

小
山
正
太
郎

（
図
五
十
九
）��「
諸
家
折
帖
」よ
り

中
村
不
折
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（
註
十
八
）

「
不
同
舎
展
」図
録
に
掲
載
し
た
図
版
は
次
の
と
お
り
。

　

上
巻
：
石
川
寅
治
、鹿
子
木
孟
郎
、松
岡
寿
、石
井
柏
亭
、丸
山
晩
霞

　

下
巻
：
下
村
為
山
、高
村
真
夫
、満
谷
国
四
郎
、吉
田
博

�
「
諸
家
折
帖
」よ
り　

明
治
末
か
ら
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）頃　

小
山
正
太
郎
（
図
五
十
八
）　

中
村
不
折
（
図
五
十
九
）　

見
開
き
各
二
一
・
三
×
三
〇
・
四
㎝

　

本
吉
と
交
友
の
あ
っ
た
人
た
ち
に
揮
毫
し
て
も
ら
っ
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
不
明
の
も
の
も
あ
る
が
、北
野
元
峰
禅
師
書
（
永
平
寺

六
十
七
世
）昭
和
四
年
／
中
村
不
折
書　

明
治
四
十
五
・
大
正
元
年
／
小
山
正
太
郎
書
画
（
図
五
十
八
）
／
中
村
不
折
画
（
図
五
十
九
）
／
児
玉
果
亭
書
画
／

南
條
文
雄
（
仏
教
学
者
）
／
河
東
碧
梧
桐
（
俳
人
）
／
前
田
黙
鳳
（
書
家
）な
ど
が
揮
毫
し
て
い
る
。

�
中
村
不
折
筆
《
古
稀
記
念
帖
》よ
り　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）頃　

各
葉
二
七
・
八
×
二
一
・
〇
㎝　

個
人
蔵
（
図
六
十
・
六
十
一
）

　

見
開
き
五
面
の
右
頁
に
書
、左
頁
に
画
を
貼
っ
た
粘
葉
装
の
折
本
。

�
不
同
舎
関
連
等
諸
家
《
卓
峰
居
士
古
稀
記
念
帖
》上
下
よ
り　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）頃　

各
葉
二
六
・
二
×
二
一
・
一
㎝　

個
人
蔵

　

本
吉
古
稀
を
記
念
し
て
不
同
舎
の
学
友
や
交
流
の
あ
っ
た
人
か
ら
贈
ら
れ
た
書
画
と
自
分
の
書
画
を
合
わ
せ
上
下
二
冊
に
ま
と
め
た
も
の
。「
不
同
舎
展
」

図
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
一
部
を
紹
介
す
る
（
註
十
八
）。

　

不
同
舎
・
太
平
洋
画
会
関
係
：
石
川
寅
治
（
上
下
）／
下
村
為
山
（
上
下
）／
高
村
真
夫
（
上
下
）／
中
村
不
折
（
上
二
点
下
）／
渡
部
審
也
（
上
（
図
六
十
二
）下
）

／
鹿
子
木
孟
郎
（
上
下
）／
松
岡
寿
（
上
下
（
図
六
十
四
））／
三
上
知
治
（
上
下
）／
満
谷
国
四
郎
（
上
）（
図
六
十
三
）／
堀
進
二
（
上
下
（
図
六
十
五
））／
石
井
柏

（
図
六
十
四
）��《
卓
峰
居
士
古
稀
記
念
帖
》上
下
よ
り
／

松
岡
寿

（
図
六
十
）中
村
不
折
《
古
稀
記
念
帖
》よ
り

（
図
六
十
二
）��《
卓
峰
居
士
古
稀
記
念
帖
》上
下
よ
り
／

渡
部
審
也

（
図
六
十
五
）��《
卓
峰
居
士
古
稀
記
念
帖
》上
下
よ
り
／

堀
進
二

（
図
六
十
一
）中
村
不
折
《
古
稀
記
念
帖
》よ
り

（
図
六
十
三
）��《
卓
峰
居
士
古
稀
記
念
帖
》上
下
よ
り
／

満
谷
国
四
郎
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亭
（
上
下
）／
丸
山
晩
霞
（
上
下
）／
岡
精
一
（
上
下
）／
吉
田
博
（
下
）／
田
中
卓
峰
（
上
下
）

　

柔
道
家
：
嘉
納
治
五
郎
（
上
下
）／
山
下
義
韶
（
上
下
）　

　

長
岡
友
人
：
高
橋
翠
村
（
漢
学
者
）／
野
本
互
尊
（
互
尊
文
庫
創
者
）

　

未
特
定
画
家
：
夢
山

�
田
中
本
吉
宛
中
村
不
折
書　
（
図
六
十
六
・
六
十
七
）※
い
ず
れ
も
部
分

　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）十
月
二
十
一
日
と
翌
年
十
一
月
十
一
日
に
不
折
か
ら
本
吉
に
贈
ら
れ
て
い
る
書
二
点
。

表
装
さ
れ
ず
、ま
く
り
状
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
一
行
七
字
前
後
、二
十
六
行
。
不
折
流
の
六
朝
書
風

の
七
言
絶
句
で
始
ま
り
行
草
書
と
な
り
、最
後
に
ま
た
不
折
流
の
六
朝
書
風
の
七
言
絶
句
で
終
わ
っ
て
い
る
。
後

者
は
一
行
八
字
前
後
、六
十
行
。
全
て
不
折
流
の
行
草
書
で
書
か
れ
て
い
る
。

三
、調
査
を
終
え
て

　

田
中
本
吉
の
現
在
確
認
で
き
る
作
品
お
よ
び
直
接
関
連
す
る
資
料
は
、こ
こ
に
紹
介
し
た
三
十
点
余
り
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
に
よ
り
、油
彩
画
、水
彩
画
の
発
見
も
進
ん
だ
が
、画
帳
に
描
か
れ
て
い
る
写
生
の
記
録
性
に
つ
い
て

改
め
て
感
服
し
た
。
小
山
ら
が「
国
家
有
用
の
美
術
」と
し
て
報
い
よ
う
と
し
た
姿
が
、弟
子
た
ち
の
中
に
浸
透
し
、

正
確
な
描
写
力
を
備
え
た
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。長
岡
出
身
の
不
同
舎
の
画
家
な
が
ら
、

あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、偉
大
な
る
師
・
小
山
正
太
郎
の
精
神
を
郷
里
で
引
き
継
い
だ
事
跡
を
少
し

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
不
同
舎
で
学
ん
だ
新
潟
県
出
身
の
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
三
輪
大

次
郎
、高
村
真
夫
、安
田
稔
に
つ
い
て
「
不
同
舎
展
」で
本
吉
と
共
に
紹
介
し
た
が
、本
吉
の
入
門
時
期
を
特
定
す
る

た
め
入
学
証
書
の
調
査
の
中
で
本
籍
を
新
潟
県
と
す
る
、志
賀
修
二
、寺
田
英
俊
、曽
根
三
郎
、太
田
久
造
の
名
も
新

に
発
見
す
る
こ
と
に
も
繋
が
り
、こ
う
し
た
郷
土
の
画
家
の
発
見
に
至
る
第
一
歩
を
記
す
こ
と
が
で
き
た
。
引
き

続
き
他
の
不
同
舎
の
画
家
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
る
こ
と
で
、小
山
正
太
郎
と
不
同
舎
に
つ
い
て
よ
り
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
、本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、田
中
家
、脇
屋
家
御
親
族
を
は
じ
め
、作
品
を
所
蔵
す
る
個
人
、学
校
等
施
設
や
寺
院
、ま
た
、不
同
舎
入
学
証
書
に
つ
い
て
東

京
文
化
財
研
究
所
・
山
梨
絵
美
子
氏
、画
帳
の
年
代
特
定
に
つ
い
て
北
海
道
鹿
部
町
役
場
・
徳
丸
照
彦
氏
か
ら
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、こ
こ
に
記
す
と
共

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
新
潟
県
立
近
代
美
術
館　

専
門
学
芸
員
）

（
図
六
十
六
）��田
中
本
吉
宛
中
村
不
折
書
（
巻
頭

部
分
）大
正
二
年

（
図
六
十
七
）��田
中
本
吉
宛
中
村
不
折
書
（
巻
末

部
分
）大
正
三
年
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〇
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近
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〇
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十
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家
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新
潟
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二
〇
一
五
）
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